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いので 少々 心細くな つた。 それから 新入生 一人一人に 

総長が 握手 を するとい うので、 一列に 並んで 順々 に 繰 

出して 行った。 世話 を やいて いる 事務官ら しいの が自 

分に 向って 何 か 言って いるが、 何 を 云って るか 分らな 

い。 左右 田 君に 聞く と Wollen Sie dort 

anschliessen ？ と 云った だけな の だそう である。 

力— ル 総長の 握手の 力の 強いのに びっくりした。 総長 

にで もなる 人に はや はり それだけの 活力が あるの かと 

思われた。 

入学 証書と 云った ような 幅 一 尺 五 寸長ニ 尺 ほどの 紙 

に 大きな 活字で 皇帝 や 総長の 名 を 黒々 と 印刷した もの 



を 貰った が 文句 は ラテン語で 何の 事 か 分らない、 見て 

いると 気の 遠くなる ような ものであった。 日附の 所に 

D. Berolini d. 19. mens. V anni MDCCCCIX と あつ 

て 下に 総長の 署名が ある。 「ベルリン」 までが ラテン 

化して いるので また 少し 驚いた。 それからもう 一枚 哲 

学部長の 署名の ある これ も ラテン語の 入学 免状 を 貰つ 

た。 

式の 前で あつたか 後で あつたか 忘れた が、 大学の 玄 

関 を はい つ て 右側の 事務室で いろいろの 入学 手続 をす 

ませた。 東京 帝国 大学の 卒業証書 も 検閲の ために 差 出 

したが、 この 日本 文 は 事務の 役人に とって 自分の 場合 



の ラテン語 以上に 六 かしそう であった。 色々 記入す る 

書式の 中の 宗教と いう 項に 神道と 書いたら、 それ は ど 

ういう 宗教 だと 聞かれて 困った。 ドイツ語 がよく 分ら 

なくて は 講義 を 聴く のに 困り はしない かと 聞く から、 

なに じきに 上手になります と 答えたら Na! Sehen Sie 

mal zu. と 云って にゃにゃした。 最後の zu が 妙に い 

つまで も 耳に 残って 気になった。 

ベルリン 着 早々、 中 村 気象台 長からの 紹介状 を もつ 

て ヘルマン 教授 を 尋ね 聴講 科目な どの 指導 を 仰いだ。 

結局 第一 学期に は、 プランクの 「物理学の 全 系統」 へ 

ルマンの 「気象 器械の 理論と 用法」 並びに 「気象 輪講」 



行事で あ つた。 この 花やかに しゃち こばつ た 気分が ド 

じょうじゅ うざが 

イツ 大学生 特に いわゆる コア ー 学生の 常住 坐 臥 を 支配 

している ように 思われる のであった。 

大学の 玄関の 左側に はちよ つ とした 売店が あ つ て 文 

具 や、 それから 牛乳 パ ン くらい を 売って いたよう な 気 

がする。 オペラ、 芝居、 それから 学生 見学 団の ビラな 

どが 貼って あった。 十 時 頃に はよ く 玄関で シン ケ ン- 

ブロ— トの立 喰い をしながら そんな ビラ を 読んで いる 

連中が いた。 林檎の 皮 ごと ぼりぼり 齧り 歩いて いる 女 

学生 も 交じって いた。 

プランク ゃシ ュ ミットの 講義 はこ こで 聴いた。 プラ 



た。 日本の 大学で もこう した 講義が いちばん 必要で あ 

ろうと 思われた が 少なくも 自分 等の 学生時代に は 高等 

学校と 大学の コ— スの 中間に こういう コ— スが 抜けて 

いたよう な 気がする。 それ はとに かく シュ ミット 教授 

について ただ 一 つ 可笑しかった 事 は、 先生が 英国の 数 

理 物理学の 大家 Love のこと を 口 ー フエ と 発音して い 

たこと である。 

地球 物理 談話 会 もほんの 五、 六 人の 仲間で あつたが、 

その 中に まだ 若い コ— ルシュ ッタ— 氏 も 交じって いた。 

地理 教室の 図書の 管理 をして いた、 オット！ バ シン 

という 人 も 同じ 仲間で あつたが この 人 は 聴講に 身が 



おおぎょう 

入って 来る と 引 切りな しに 肩から 腕 を 妙に 大業 に 痙 

攣 させる ので、 隣席に 坐る とそれ が 気になって 困った。 

あんまり 勉強し 過ぎて 神経 を 痛めて いるので はない か 

と いう 気がした。 図書の 管理者な ど は どこでも 学生に 

は 煙たがられ ると 見えて、 いっか 同席した ク ナイべ の 

席上に おける 学生の 卓上 演説で 冗談 交じりに ひどく こ 

き 下ろされ ていたが、 当人 は Seiirgemeiner werl な 

どと いう 尊称 を 捧げられても 平気で 一 緒に 騒いで いる 

面白い 人であった。 

カス タニ— ンゥ H ル ドシェ ン 

大学 講堂の 裏の 橡 の 小 森 をぬ けて 一町く らい 

のゲ オル ゲン 街の 一 区劃に 地理 教室と 海洋 博物館と が 



教室 全体に 漂って いるの を 感じた。 自分 は 幸いに ここ 

でも 図書室 を 自由に 開放して もらって、 読書したり 

ノ ） ^を 取ったり、 また 河の メ アン ダ— に関する 小さ 

な 「仕事」 を させて もらった りした。 ドイツの 学者の 

アル バイ テンと いう 言葉の 意味が ここに 一 年 半 通って 

えとく 

同学 者の やり方 を 見聞して いる 間に 自ずから 会得 出来 

たような 気がした。 一に 根気 二に 根気で 集輯 した 素材 

を 煉瓦の ように 積んで 行く ので ある。 

探険 家 シャツ クルトン がべ ル リンへ 来たと きぺ ンク 

おしょうばん 

の 私邸に 招かれ、 その 時 自分 も 御 相伴に 呼ばれて 行つ 

た。 見知らぬ 令夫人 を 卓に 導く 役 を 云い 付かって 当惑 



ン/ と 絶えず ベル を 鳴らして 進む ので ある。 ポ 

ンチ 絵の クライン バ— ンに はきつ と 豚 や 家 鶏が 鉄路 の 

上に 遊んで いるよう に 描いて ある、 その 通りで ある。 

ゲ ハイ ムラ— ト 以下 皆 往復 共に 四 等 客車に 収ま つ て 

行った。 客車の 中 は 白 塗りの がらんどうで、 ただ 片側 

の 壁に 幅の 狭い 棚の ような 腰掛が ある だけで ある。 乗 

合わせた 農夫 農婦な ど は銘々 の 大きな 荷物に 腰かけて 

いるから いいが、 手 ぶら の 教授 方 以下 いずれも 立った 

ままで ゆられながら、 しきりに 大気の 物理 を 論じ 合つ 

ていた。 

地理学 教室 では ペンク や 助手の ベ ー アマンが 引率し 



に なまなましく 甦 つて 来る の を 感じた のであった 

(昭和 十 年 五月 『輻射』) 
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※底本 編集 時に、 亀甲 括弧 付きで 以下の 箇所に 添えら 

れた注 は、 削除し ました。 

「wollen Sie dort anschliessen ？ 〔後に 続きます 

か〕」 

「p Berolini d. 1 9. mens. V anni MDCCCCIX 〔 ベ 

ル リン、 一 九 〇 五 年 五月 十九 日〕」 

「Na ！ Seiien Sie mal za 〔まあみ ててごらん〕」 
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